
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

動物學雜
量士
隅 血D第百七號（231 ）

へ、

励

●
モ

・

ホ

・

ヅ

キ

の
一

種
鳶
ミ
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ミ
、

9
国
〉

日

》
同・

乞
。
り

．

門

詞

P

。

∋・

の

解
剖
癖
二

麒
囎
）

二
）

　
こ

の

研

究
の

大

部
分
は、

明

治

四

十
四

年
理

科
大

學
動
物

學

教
室

に

於
て

な

せ

し

も
の

に

し
て
、

微
力
些
か

此

目

的
を

逹

す
る

事

を
得

し
は、

偏
に

恩
師

　
五

島

敏
授
の

賜
に

し

　
て

全
く

域

謝
に

堪
へ

す、

編
首

記

し
て

其
御

厚
恩
を

謝
す

。

概

　
説

　
b
尋

§
。

斜

ミ
蕊

喚

ミ

9
は、

多
く

人
家

近
き

溝

濠
中、

水

淺
き

所

に

發

生
す
る

も
の

な

り
。

季
節
に

よ
う

鱧
形
其

他
に

多
少
の

變
化

あ
る

も、

盛

夏
の

候
に

於
て

は

體
長

七
〇

粍
よ

り
一

〇

〇
粍

位
に

達

し、

體
幅

最
廣
一

粍
の

頗
る

細
き、

圓
筒
状
の

小

虫
に

し
て
、

東
京
に

て

は

大

抵

日

き
寒
辞

N・
ミ
弩

ミ
蟄

蕊
（

団
ミ

§．
ミ
、
塞
γ

他

種

の

さ

ぎ
ミ
點

ミ
誠

及

び

時
々

窃

ミ
ミ丶冖
寒

ぎ

等
と
混
じ

て

産
し、

よ
く

餌
料
と

し
て

淡
水

養
魚
家
に

使

用
せ

ら
る

。

體
は

殆
ん

ど
透

明
に

し
て
、

色

素
細

胞

（

O

匡
霞
謂
o

σq

器

8
罸）

及
び

血
液

等
に

よ

り、

褐
色
よ

り

紅

色
を

呈
す

。

然
れ

ど
も

體
の

前

部、

生

殖

體

飭
（

O
 

巳

芭
。。

譌
巳
 

旨
色

の

前
後
に

於
て

は、

内
臓
諸

器

官
の

關

係
に

よ

り
て

不

透
明

と
な

り、

殊
に

貯

精
嚢
（

QQ
娼

霞
目

。。

舘
） 、

卵

嚢
（

○
く

望
。

）

の

能

（

發
達

し

だ
る

も
の

に

て

は
、

其

部
分、

白
色

を

呈

し
て

不

透

明
と
な

り、

肉
眼
に

て

容
易
に

其
生

熟
せ

る

か

否

か

を

勃
別

す
る

事
を
得

。

尾
部
は

淡
友
色

よ

り

淡
黄
色

を

呈
し．

隔

理

學
士

野

村

盆

　
太

郎

　

壁

に

よ

り
て

現
は

さ

る

3
、

細
き

横
線
を
以
て

縞
取
ら
れ、
一

種
の

纛
繕
鞨
讙
継

霧
欒

襲

…
　

端
は

肛

門
に

止

ま
る

。

前

唇
は

短
か

き

圓
錐

形

獣
に

し
て
、

ロ

の

…
　

前
上

部
に

位
し、

第
一

體
節
こ

れ

に

次

ぎ、

環

歌
を
な

す
。

第
一

…
　

よ

り

第
四

或

は

第
五

體
節
迄

は、

二

個
の

小

體
節

へ

》
昌
口

訂

ε

よ

り

　

成

り、

前
な
る

は

短
か

く
、

後
な

る

は

長

し
。

剛
毛
（
oQ
Φ

冨
ρ

は

　

第
二

體

節
に

始

ま
り、

體
の

正

四

隅
に

於
て
、

各、

束
（

巳

巨
臼
 

）

　

を
な

す
。

體
の

前

部
に

於
て

は
一

束

中、

多
く

六

個
の

剛
毛

を
有

　

し．

後

尾
に

近
づ

く
に

從
ひ

て

其

數
を
減

じ、

最
後
尾

に

於
て

は

　

存
在
す

る

こ

と
な

し
。

小

體

節
よ
b
成
れ

る

體
節
に

於
て

は、

剛

　

毛
は

常
に
．

後
小

體
節
の

中
央
に

位

置
す。

隔

壁
（

QQ
Φ

腎
眇

）

は

第

　

三

體

節
と

第
四

體

節
と
の

中

間
に

始

ま
り
、

生
殖
體
節
よ

り

前

方

　

に

位
す

る

も
の

は、

多
少

漏
斗

歌
を
な

し、

其

尖

端
は

後
方
に

向

　

ふ
。

體
節
の

數
は
大

凡

百
よ
b

百

五

十
位

迄
と
す

。

　

　

普
通、

凡

百、
一

所
に

集
合

し、

頭
部
を
泥

中
に

埋
め
、

尾

部
を

　

水

中
に

出
し
て

盛

ん
に

振
動
し．

盛

夏
最
も
よ

く

繁
殖
せ

し

と
き

　

に

は、

溝
中

往
々

紅

を

流
せ

る

が

如

き

觀
を

呈
す
る

二

と
あ

り
。

　

東
京
に

τ

は

四

月
頃
よ

り
十
二

月

頃
ま
で、

常
に

見
る

事

を
得
ぺ

（

諭

　

　

読
）

　
○
モ

、

ホ

、

ヅ

キ

の

一

種
、

ミ
ミ［
ミ陛
ミ
§
籍

ミへ
乱

匡

耄
≧一
切
o
觜
¢

諄

冫

¢
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の

解

剖
　
（

野

吋
）
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（

論

　
　

諡
）
　
0
モ

・

ホ

丶
ッ

キ

の
一

種

籍
§
ミ
乱

ミ
§
受
。

零
凶

出

ヒ．
と”
舅
oり
嵩
H

琴
o

目゜

の

解

剖
　
（

野

村
）

く、

生
殖

可
能

時
期

も

四

月

頃
よ
り

十
一

月
頃
に

亘

る
。

然
れ

ど

も

本

種
の

生
殖

可
能

時
期

は、

必

す
し
も

此

期
間
に

限
る

も
の

に

非

す
し
て
、

髫【
9
霎
敏

授
よ

り、

渡

瀬
教
授
の

手
を

經
て、

五

島

敏
授
に
お

ぐ

ら
れ

た

る、

印
度
錫

蘭
島
滝
の

本

種
の

如
き
は、
一

月

に

探
集
せ

ら
れ

だ
る

も
の

な

る

に

も
拘
は

ら

す、

生

殖
器
充

分
に

成

熟
し、

　］

見
盛
ん

に

生

殖

作
用
の

行
は

れ

し

を
偲

ば

し
め、

且

つ

東
京
に

で

も

温
室

に

飼

養
す
れ

ば、

嚴

寒
の

候、

徇

よ
く

産

卵

す
る

を

見
る

を
以
て
、

適
當
な
る

默

態
の

も

と
に

て

は、

生
殖

時

期
に

制

限
な

き
は

疑
を

客
れ

す。

　

本
種
は
一

般
に

水、

餘
り

深

き
所
に

は

産
せ

す
。

其

最
も

多
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
…

は、

水

深
二

寸

位
よ

り

深
き

塲

所
に

し
て
、

成

熟
せ

る

も
の

に

あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
一

り

て

は

　
水

深
三

分
位
以

下

の

所
に

て

は、

多
く

集
結
せ

る

の

み

に
て
、

尾
部
を
振

動
す
る

こ

と
少
な

ぐ、

六
七

分
位
の

所
に

て

は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
…

盛
ん

に

其

尾
部
を

振
動
し、

水
深
一

寸
五

分
よ

り
二

寸

位
の

所
に

て

は、

體
の

尾
部、

大

部
分
水

中
に

出
で．

其

末

端
は

水

面
に

近

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
…

づ

き、

體

を

泥
中
に

保
つ

こ

と
愈
々

短
か

く、

從
つ

て

其

振

動
も

大

き
く

且

つ

緩
慢
と
な

る
。

余
嘗
て

水

深
の

多
少

急
に

變
化
せ

る

濠
中
に、

本

種

を
求
め

し
に、

水

深
一

寸
五

分
位

以
下

の

所
に

最

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
 

諺
轍

饗
唖
識
鵬
糴
製

磨
．

隷

匙
儒
噴

て

岸
の

方、

大

部
泥

土

を
現
は

し

居

り

し
が
、

水

深
一

寸
五

分

位

以
下

の

所
に

て

は
、

や

は
り

盛
ん

に

活
動

し

居
れ

り
，

よ

り
て

岸

に

近

き、

水

無
き

塲

所
の

泥

土
を

採
り
て
、

こ

れ

を

探
が

せ

し

も、

餘
り

多
く

を
得

ざ
b
し
が
、

水

邊
に

近
づ

く

に

從
ひ、

盆
々

其

多

（

入

數
を

得
た

り。

こ

の

事

實
は、

本

種
の

移
轉
を

示
す

も
の

に

し
て
．

こ

れ

に

よ

れ

ば

廣
大
な

る

天

然
に

て

は、

本
種
の

最
も

適
好
せ

る

水

深

あ
る

も
の

よ

如
く

考
へ

ら
る
。

尤
も、

水

深
の

差
な

き
狹

少

な

る

塲

所
に

於
て

は、

多
ぐ

前

逋
の

如
き

變
化

を

呈
す
る

事
然
り
。

　

本
種
は

多
ぐ

原
生

動
物

を
食

餌
と

な

す

も
の

主

如
く．

其

膓
内

容
物
中

時
に

硅

藻
を
見

る

事
あ
り

。

駈

　

本
種
の

未
だ

成
熟
せ

ざ
る

も
の

に

あ

り
て

は
、

多
く

集

結
す

る

こ

と
な

く、

泥
上
一

樣
に

播

布
せ

ら
る

。

吾

人
若

し、

こ

れ

等
の

發
生
せ

る

水

面
に．

輕
き

打
撃
を
與
ふ

る

事

あ
ら

ば、

こ

れ

等

は

直
ち

に

尾

部
の

振

動
を
止

め、

暫
時

に

し
て

再

び

活
動
す
る

を

見

る

べ

し。

然
れ

ど

も
次

い

で

第
二

の

打
撃
を
與
ふ

れ
ば
、

こ

れ

等

は
體

を
少

し

く
泥

中
に

引
き

込
め、

打

撃
の

數
が

重
な

る

時
は、

全

く
泥

中
に

引
き
込
み、

多
少

集
結

し

始
め
、

徇

引

續
き

打

撃
を

與

ふ

れ
ば、

盆
々

集
結

し、

絡
に

諸
所
に

球
塊

を

作
る

に

到
る

。

こ

れ

を
皿

中
に

て

試
む

る

に、

刺
戟
を

受
く
る

事
盆
々

多

け

れ
ば、

球

塊
盆
々

固

く
、

後
に

て

こ

れ

を

見
れ

ば
、

内
若

干
匹
は

こ

れ

が

爲

め

體
を

斷
た

れ

し
事

を

知
る

べ

し、

　
徇
天

然
に

て

は、

本
種
の

體
の

前

牛
（

第
五

頁
下
皮

腺
細
胞
の

記

事

參
照
）

は、

體
よ
h
分

泌
せ

る

粘

液

と、

泥
細

粒
と
を

以
て

被
は

れ
、

施

も

泥
衣

を

着
け

把
る

が

如

し
、

但
し
こ

の

泥
衣

は、

多

毛

類
に

多
く

見
る

が

如
き
、

筒
を
な

せ

る

も

の

と
は

異
な
る

を
以

て
、

軆
と
こ

れ

と
を

分
離

す
る

こ

と
溶

易
の

業
に

非

す
。

又

本
種

は、

單
掲
の

塲
合
に

刺
戟

を

受
く
る

事

あ
れ

ば、

體
を

螺

旋
状
に

卷
き、

頗
る

小

形
の

塊
と
な

り、

泥

土
中

に

あ

り
て

は、

再
び

二

A
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・，，N
，

れ

を

得
る

事、

殆

ん
で

不

可
能

と
な

る。

體

を

螺
旋
状
に

卷
く
こ

と
は、

左

右

何
つ

れ

と

も
决
せ

す、

時
に

よ

り

て

は
、

體
の
一

牛

は

右

卷
と

し、

他
の
一

牛

は
左

卷
と
な

す
事

も
あ
b

。

　

多

數
の

個
體

を
天

然
の

朕
態
よ

り、

出
來

得

る

丈、

泥
粒
を
去

り

て

皿
に

入
れ、

清

水

を
盛
b
て

放

置
す
る

に、

全

部
一

所

に

集

合
し
て

球

塊
を

作
り、

宛
然、

所

謂
「

モ

・

ホ

・

ヅ

キ
」

を
偲
ば

し

む。

暫
時
に

し
て
、

こ

れ

ら
の

絶

え
ざ

る

運
動
に

よ

り
、

相
互
に

體
を

摩
し
て

泥
衣

を

剥
ぎ、

こ

れ

を

球
塊
の

上

部
に

覆
ひ、

其
下

よ
h
尾
部
を
出
し
て

盛
ん
に

振
動

す
。

こ

の

時

に

は、

頭

部
の

蓮

動
は

餘

り

著
し
か

ら

す、

而
し
て

其
球

塊
の

底

部
に

は
、

肉
眼
に

て

は

殆

ん

ど
一

の

泥

粒
を

も
見
る

を
得

す。

更
に

こ

れ

を

轉

倒
し

て
、

泥

を
底

部
に

置
ぐ

樣
に

す
れ

ば
、

再
び

盛

ん

に

活
動
を

始
め、

前
と

同

様
に、

殘

ら

す
泥
土
を

上

方
に

置

換
ふ

に

到
る
。

　

余
は

徇、

本

種
が
、

淨
槽

よ

り

石
垣

を

傳
は

b
て

落
下

す
る

汚

水

を

逆
り

て
、

其

石
垣

を

匐
ひ

登
り

つ

よ

あ
る

を

實
見
せ

し
こ

と

あ
り

（（

東
京
に

て

石
垣

を

登
る

は、

多
く

陀
丶

＆

き
へ

等

難
翕

趣

馨
o

鷺へ
恥

（
国
レ

日

渚）

な

り
）丶

。

か

る

が

故
に

本

種
は、

梅

雨

期
の

如
き

沾
濕
な

る

歌

况
に

て

は
、

流

水
に

よ

り
て

卵
の

傳

播
せ

ら
る

主

よ

り

も、

街
一

層、

想

像

外
の

播
布
を
な

す

も

の

た
る

や

論
な

し
、

　
叉

夏
日、

炎

天
に

際
し

て
、

溝
水
の

乾

き
忙

る

時
に

て

も、

少

し

く

濕
氣
を

有
せ

り

と
域
ぜ

ら
る

よ

程
度
の

土

塊
中
に、

外
見
上

此
二

も

變
化
な
き

も

の

を
發

見
し

　
又

餘
程
よ

く
乾

け
り

と

鳳
ぜ

ら

る

主

溝
泥
を、

靜

に

壊
は

し
て
、

中
よ

b
枯

死
せ

し
な

ら

ん
と
よ

り
外、

思
は
れ

ざ
る

個
體
を

得
て

水

中
に

入
れ

お

き
し

に
、

活
復

δ

り

だ
る

事

實
も
あ
り

。

　

本
種

は
又

種

下

時、

苗

代
に

多
く

發
生

し、

其

盛
ん

な

る

活
動

は
、

種
籾
を

轉
々

せ

し
め
、

其

根
は

向
地

性

を

有
す
る

を
以
て

發

育
の

時
な

く、

終

に

腐
り
て

用
を
な
さ

r
る

に

到
る

こ

と

あ
b

。

昨

年、

岩
手

縣
紫
波
郡

片

寄
村
に

て
、

本
種
の

爲
め

經

濟
上、

看
過

す
べ

か

ら
ざ
る

被
害

を
受

け
た

り
。

又

高

倉

教
授
の

談
に

よ
る

も、

越

前

地

方
に

て

年
々

多
少
の

被
害
あ
b
と
云

ふ
。

か

く
の

如

く
な

る

を
以
て、

こ

れ

が

防
禦
策
を

講
す
る
、

决

し
て

無
用
の

事
な

ら

ざ
る

を

信
す。

然
れ

ど
も

余
輩．

こ

の

點

に

關
し
て

些

も

實
驗
を

有
せ

す、

妄
に

論
す
る

を

憚
る

と

雖
も．

余
輩
の

思
ふ

處
を

左
に

記

し、

全

國
農

家
の

爲
め
、

江
湖
の

御

批
評
を
乞

は

ん

と
す

。

　

第
一

。

前
に

述
べ

た

る

が

如

く、

本

種
は

直
に

原
生

動
物

を
食

餌

と
な

す
を

以
て
、

後
者
の

繁
殖
を

出
來

得
る

丈

阻
碍

し、

以
て

本
種
を

し
て

餌
料

を

得
ざ

ら
し
む

る

事、

こ

の

目

的
を

達
す
る

に

は、

肥

料
を

研
究
す
る

事、

種

籾
の

爲
め
一

擧
兩
得
な

ら
ん
か

。

即
ち
一

般
に

天

然
肥

料
は
、

原

生
動
物
の

發
育
を

促

す
も

の

な
る

べ

け
れ

ば、

こ

れ

を
排
し
て

化
學

肥
料

即
人

造
肥

料

を

用
ふ

れ

ば

如

何、

　

第
二

、

本
種

或
は

本
種
の

卯
が、

湛
水

に

よ

り
て

運

搬
せ

ら
る

る
事

あ
る

べ

き

を

以
て
、

全

然
］

地
に
こ

れ

を

撲
滅

す
る

こ

と
、

無

論
不

可
能

な

る

べ

け
れ

ど

も
、

苗
代
の

不

用
時、

な

る
べ

く

使
用

前
に、

よ

く

水
を
切

b
、

土
を
掘

り
か

へ

し
て

乾
燥
せ

し
め
、

本

種
の

全
滅

を
期

す
る

時

は
、

幾
分
被
害
を

減
す
る

こ

と

を
得
べ

し。

寒
國
に

て

は、

雪
の

無
き
時

或
は

少
な

き

時、

よ

ぐ

土

を
掘
り

か

（

論

　

設
）

　
O
モ

、

ホ

、

ヅ

キ

の
一

種

辷
こ

ミ
ミ

寒
寒

薫、
。躰
9
崔

覧
と−
客
o
實

韋
蓐
。

已・

の

解
剖

（
野
村
）

九
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（

論

　

説
）

　

O
モ

、

ホ

、

ヅ

キ

の
一

種

S
量
黥
o
恥

ミ

鳶
国

唾

轟
o
軌

国
，

日

匙’
翆
o

旨
q

騨
》

 

9’

の

解

剖
　（
野

村
）

へ

し、

塞
天

に

曝
ら

す
も

撲
滅
の
一

手

段
陀

る
べ

し．

但

し
、

本

種
は

前

述
せ

し
が

如

く、

比

較
的

復
活
力

強
き

を
以
て
、

こ

の

手

段
に

よ

り、

果
し
て

好

果
を
得
べ

き

や

否
は、

賑
言
す
る

を

得
ざ

る

も、

各
地

方
に

よ

り
て
、

各
天

惠
を

適
當
に

利

用
せ

ば、

或
は

好
果
を
得
べ

き
か
。

　

第
三

。

前
述
の

如

く、

本
種
は
一

般
に

、

頗

ぶ

る

淺
き
所

に

生

育
す
る

も

の

な
る

を
以

て、

苗

代
の

水
深
を、

常
に

四
五

寸

位
に

保
だ

ば
如

何
。

本
種

の

呼
吸
は、

○。

肖

弔
H【
図

器
o
名

の

読
に

よ

れ

ば、

膓
管
の

逆

蠕
浬
動
（

≧
螽

究
罍
多
巨
。。

）

に

よ

り

て

な

さ

る

と
云
へ

ど、

後

尾
の

振
動
も、

呼

吸
作

用
と
關

係

あ
る

べ

き

は、

其
血

管

系
の

構

造
に

よ

り
て

も、

容
易
に

推
知
す
る

事

を
得
る

も
の

に

し

て
〔
二

十
三

頁
參

照
） 、

水
深

き

時
は

呼

吸
の

爲
め、

水

面
に

近
く

振

動
す
る

必

要
あ

り、

從
つ

て

泥
中
に

保
セ

る

よ

體

部
短
少

と
な

b
、

多
少
生

殖
作

用
に

困

難
を

來
把

し．

本

種
の

繁
殖
を

阻
碍
す
る

こ

と
な

き
か

。

天

然
に

於
て

多

少
水

深
き

苗
代
に

て

は、

其
絆
の

淺

き

部
分
に

多
く

繁
殖

し、

中
央
の

大

部
に

は

生
息
せ

ざ
る

を
見

る

事
あ
り。

尤
も

oQ
月

崋、
試
国
7
・・

02

　
の

論
文
に

よ

れ
ば、

印
度
に

て

は

　
餘

程

深
き

所
に

て

も

産
す
る

も

の

ー

如
く、

か

よ

れ
ば

本
項

の

如
き、

眞
に

机
上
の

筌
論
に

過

ぎ

ざ
る

も．

若
し
本
邦
に

於
て

は．

余
の

觀
察
の

如

く、

】

般
に

淺
所
に

發
育
す

る

も
の

と
せ

ば、

本
項
の

如

き
も

或
は

豫
防
の
一

助
把

ら
ん

か
。

呼

吸
器
の

關

係
よ

り

考
ふ

れ

ば、

石
油
の

如
く
水

上
に

被
膜
を
作
る

も
の

を
流
す
も

宜
し
き

方

法
な

る

樣
な

れ

ど
も．

余
の

實
驗
に

よ

れ

ば

短
時
日

中

に

は
効

某
な

く、

且
つ

實
際
に

於
て

も

甚
だ

不

經

濟
な

る

べ

し
と

轟

一

Q

　

巴
よ
る
，

　
　
以

上、

本
種
に

よ
り

て

起
る

被
害
の

防

禦
策
と
し
て
、

三

個
の

　

提
案
を
な
せ

し
が、

或
は

種
籾
の

發
育
上、

比

較
的
悪

關
係
あ
る

　

第
三

項
を

除
く

も、

第
一
、

第
二

の

兩

項
を

適
當
に

應
用
せ

ば、

　

或
は

幾

分
の

効
朶
を

舉
げ

得
べ

き
か

。

要

す

る

に
、

被
害
は、

種

　

籾
が

根

を

出
し
て

充

分
地
に

固

着
す
る

迄
の

事
に

し
て
、

其
後
は

　

被
害
と
認
む
べ

き

事
な

し
と
の

こ

と
な

り，

　
　
以

上
少

し
く

脱

線
し

陀
る

が、

こ

れ

よ
り

本

題
の

解

剖
に

入

る

　
べ

し。

本
種
は

體
甚
だ

大
な

ら
ざ
る

が

故
に、

其
解

剖
は．

組

織

　

學
と
並

行

し
て

進
む

を

得
策

と

す。

故
に

余
の

研
究
も、

全

然
、

皿
　

組
織

學
的
方
法
に

よ

り

て、

進
行

し
だ

る

も
の

に

し
て、

此

目
的

へ
　

に

使

用
せ

ら
れ

た

る

個
數
は、

東
京
産
の

も
の

六

個、

印
度
錫
蘭

｝…
　

島
産
の

も
の
二

十

個
な

り。

前

者
は

滴
下
に

よ

り
て
、

漸
次

濃
厚

 
　

と
し

陀
る
『

ア

ル

コ

ー

野
を
以
て

魔

醉
し、

後、

醋
酸

昇
汞
を

以

 …
　

て

殺

し、

後
者
は

昇
汞

或
は
『

フ

オ

ル

マ

リ
ン

」

液
に

て

殺
し

だ
る

…
　

も
の

な

う
。

組

織

學
の

目
的

に

使
用
し
た

る

切

片

は、

四

μ

よ

り

…
　

七

μ

迄、

染

色
は

デ
ラ

フ

ヰ

ー

ル

ド

氏
『

ヘ

マ

ト

キ

シ

リ

ン

』

と

…
　
酔．
ヨ

ー

シ

ン

』 、

或

は
マ

ロ

リ

ヒ
氏
の

結
締
組

織
染

色
法

を

用
ひ
た

… 
　

り。

前

者
は
一

般
的

研
究
に

よ

く、

後
者
は

細
密
な

る

研
究
に

宜

…
　

し
か

り

き
．

　

　

　
　

　
　

第
】
、

體
壁

　

本
種
の

體
壁

は

普
通
の

貧
毛

類
の

如
く，

ク

チ

ク

ラ

（

09

】
9
で

畧

三
鬘
 

こ
、

下

波

層
（
国

導
o

ぽ
崔

畝
伍

） 、

環

走
筋
観
（
O
皆
〇

三
貫

5
蒭
・

“
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へ、

o

δ

歹
図

角
） 、

縱

走
筋
層
（

ぎ
「

噌
叶

螽

塁
＝
薯

臣
 

ξ
頸

） 、

及

内
被

層

角
o

暮
ob

。

壽｝
）

の

五

層
よ

り

成
る
．

　
一
、

ク

チ

ク

ラ
（

第
一

圖、

第
二

圖

及
圖

版
參

照
）

は

下

皮
細

胞

よ

b
分
泌
せ

ら

れ
陀
る

も
の

に

し
て
、

體
の

最
外

部
を

被
ひ、

甚

だ

薄
く

し
て

何

等
の

模
樣
を

も
有
せ

す
　
體
の

兩

端
に

於
て

内

方

に

曲
り

込
み、

口

腔
壁

と
肛

壁

と

を

被
ふ

。

其

最
厚
な

る

は

肉

帶

部
に

し
て

マ

三

乃
至

∵
五

μ

を

算
し、

體
の

兩
端
に

薄
く
→
・

C

乃
至

∵
二

μ

と
な

り、

最
後
尾

及
び

口

腔
壁
に

て

は

○・
五

乃

至

○・
八

μ

に

過

ぎ

す
。

　
下

皮
腺
細

胞
の

分

泌
孔
た

る

孔

溝
（

同
、

o

 −

。

彎
鶚

）

は

諸
所
に

發
見
せ

ら
る．

　

二
、

下

皮
層

は
ク

チ

ク

ラ

の

直
下

に

横
は

り、

判
然
纏

別
せ

ら

る

ζ

下

皮

細
胞

と、

下

皮
腺
細
胞

と
よ

り
成

立
つ
（

第
二

圖

団冒
（
申

O

及

圖

版
參
照

。

域
覺
を

司
る

べ

き

細
胞

も
無
論
存

在
す
べ

け

れ

ど

も．

余
の

切

片
に

て

は

見
る

事

を

得
ざ
り

き．

生

熟
せ

る

も
の

に

め

り
て

は、

肉

帶

部
の

下

皮

層
は
、

他

部
の

下

皮
層

と
到

然
區

別

せ

ら
る

べ

き

特

長
を

有
す

る

も
の

な

る

を
以
て
、

左

に

別
々

に

南

者

を

記
載

す
べ

し。

　
a

　

肉
帶
部
外
の

下

皮
層
（

嗣

酢
聶
−

島

邑
葺

ξ
眉

呂
醇

巳
ψ

）

は、

一

般
に

五

乃
至

六

μ

の

厚

を

有
し、

體
の

兩

端
に

て

は

こ

れ

よ

り

少

し
く

厚
し。

體
の

前
端
部
に

於
て

は
（

圖

版
第
十
圖
） 、

下

皮
細

胞
は

丈

高
ぐ、

長
一

〇

乃
至
一

五

μ、

幅
四
乃
至

五

μ

を

算
し、

柱
默
或
は

紡
錐

状
を

成
す

。

尾
端
部
に

於
て

は
へ

圖
版
第
九

圖
＼、

殆
ん

ど
一

二

乃

至
一

三

μ

の

四

角
形
を
な

し．

其

細
胞
質
は

多

く

不

分
化
の

状
態
に

あ
り、

こ

れ

等
兩

端
を

除
き

た
る

體
の

大

部
分

　

0

　

　

　（
ム

珊

−
；
闘

）

　

に

て

は、

下

皮
細
胞
は

扁
不
に

し
て
（

第
二

圜
国
、、

細
胞

膜
剣
然

　

せ

す、

單
に

腺
細

胞

を

支

持

し

居
る

か

の

如

き

觀
を

呈

す
。

　
諺

岳
舘
ぎ
z

は

弓

慧
欝
8

の

研
究
に

於
て
、
「、

尾
端
よ

b
殆

ん

ど
四

　

粍
の

距
離

に

於
て

は、

體
壁

は
一

の

細
胞
塊

と

變
じ

、

背
行

血
管

　

を
取

魅
き

て

成

長

帶
（
Q
き
司
ぢ

σQ

賊
05

Φ
）

を

作
り．

各
層
は

不

分
明

へ
　

な

れ
ど

も、

こ

れ
よ

り

前
方
に

て

は、

剣
然

た
る

層

を
成

す
」

と
云

…〜
　
へ

る

が、

本

體
の

解
剖
に

て

も
こ

れ

と
同

樣
の

状
態
を
見
る

。

　

　

下

皮
細
胞
の

細
胞

質
は

常
に

頗
る

緻
密
な

り．

體
の

前

部
及

中

　

部
に

於
て

は、

核
は

多

少
延

び
て

楕
圓
形

或
は

紡
錐
形

と
な

り、

　

稀
に
一

個
の

仁
を
有
す

。

殊

に

剛

毛
束

の

附
近

に

於
て

は、

　一

般

　

に

仁
を

有
す

。

後
尾
端
に

近
づ

け
ば、

核
は

圓
形

と
な

b、

常
に

　
一

個
の

大

仁

を
有
す

。

腺
細
胞

は

形

朕、

多
ぐ

扁
罕
に

し
て

大
な

　

る

も、

其

有

す
る

細
胞

質
た
る

や

非

常
に

少
な

く
、

下

皮

細
胞

と

　

は
一

見
其

趣
を

異
に

す
。

而

し
て

腺
細
胞
は

體
の

前
牛
に

多
く、

　

後
牛
に

少
な

し
。

＜

彎
b
。

話

珠

が
、

「

總
て

の

貧
毛

類
の

前
唇
に

　

多
數
の

腺
細
胞
が

存
在

し
、

又

こ

れ
と

同

樣
の

事
は

其
幼
虫

時

代

　

に

て

も
見

ら
る

べ

く、

前
唇
に

續
く

體
節
に

於
て

は、

→

或
は

多

　

數
の

帶
を
な

し、

こ

の

帶
は

最

も
よ
ー

目

蓴
ど
曾

器
箚

器

及

び

｝
　
日
昌

翫

曽
峯

畧

に

於
て

見
ら
る
‘

と
記
せ

し
が、

本
種
に

於
て

は
全

く

皿
　

か

く
の

如

き

事
な

く、

無
秩

序
に

分

散
せ

る

も

の

に

し
て
、

時
に

　

二

個
以
上
の

腺
細
胞
が

融
合
せ

る

事

も
あ
り

．

§
愚

冬
』

に
つ

き

　

て

b
日
頃

国

溶
ok

も
、

　

腺

細
胞
の

配

列
に

は

秩
序
な

き

事
を

記
せ

　

り
。

　

　

飄

　

肉
帶」
部
下

皮
層

（

O
葬

亀
碧
｝

屯
囑
。

山

霞・
＝

芭
。

　
肉
帶
は
生

時

O
モ

、

ポ
・

ヅ

キ

の
一

種
S、咽｝
三
。

き

ミ

篝

亀
ご、
冒宀
巴、
〉明曽
客

9
ヨ
謁

譖

2
戸

の

解

剖
　
（

野

村
）

＝
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（

論
　

諷
）

　
○
モ

、

ホ

、

ツ

キ

の
「

種

S、り
窪
o
§．、』
隻
隻

ミ

ミ

鼠

滝
と、
Zo7

誉

ヨ
＝

夛

の

解
剖

　
∩

野

付
V

に

於
て
、

非
常
に

腺
質
な

る

と
其

厚
と
に

よ

り
て
（

鬪

版

第
七

簡
） 、

他
と

匿
別

す
る

事

容
易
な

り
。

多
く

は

第
十
一

體

節
の

全
部
を

被

ふ

も、

時
に

第
十

體
節
の

後
孚
よ

り

第
十
二

體
節
の

前
牟
に

亘

る

事

あ

り
。

又

時
に

第
十
一

及
び

第
十
二

皚
飾
の

全

部
を
被
ふ

事

あ

り
。

常
に

完
き

環

形
を

成
す。

　

腺
細
胞
は

常
に

其

底
部
に
、

一

個
の

仁
を

有
す
る

大

核
を

横
へ

高
さ

二

〇

乃
至
二

三

μ、

輻
八

乃
至

十

μ

な
り

。

腺
細

胞
の

變
化

の

模
樣
は、

マ

ロ

リ

ー

氏

染
色
法
に

よ
り

て

よ

く

現
は

れ、

大
體

三

時
期
に

區

別

す
る

を
得
べ

し
。

即

ち、

多
少

粒
獣
を

呈
し
た

る

も
の、

直
徑
二

μ

位
の

大

粒
を

多
數
に

含
め

る

も
の、

及
び

非
常

に

室
胞

に

富
め

る

も
の

是
な

り
。

而

し
て

こ

の

部
分
に

於
け
る

下

及
細
胞

は、

杢
く

變
化

し
て

狹
き

糸
歌

の

柱
と
な

り、

腺
細
胞
の

問

に

は
さ

ま
り

て

存

在

し、

其
核
は

細
胞
の

底

部
か

或
は

上

部
に

位
し、

仁
を

有
す

る

事
な

し
。

　

下
は

層
の

腺
細
胞
の

起
原

に
つ

き、

二

の

異

詭

あ

b
、

一

は

ぐ

鬯
b9

、
。。

ゑ

の

考
に

し
て
、

大

約
次
の

如
く、

コ

個
の

下

皮
細

胞
は、

　
一

個
の

腺
細

胞

と
な
る

。

こ

の

變
化
は
一

般
に

次
の

方

法

に

よ

る

も
の

に

し
て
、

先
づ

一

個
の

下

皮
細
胞
が

擴
大

し

て

球

形、

楕
圓
形、

卯
形

若
し

く
は
フ

ラ

ス

コ

形

と
な

り、

細
胞
膜
は

肥

厚

し、

細
胞
の

内
容

物
は

光
を

帶
び、
液

朕
と
な
b

且

つ

透

明

と
な

る
。

こ

の

塲
合、

核
は

杢
く

腺
細

胞
の

底

部
よ

り
逐

ひ

出
さ

れ
、

若

し

く

は、

完

く

退
化

し
去

る

が

如
く

思
は

る

よ

も、

時
と

し
て
．

皮

腺
の

内
容

物
が

粗
き

粒
獣
を

呈
し

來
る

爲
め、

核
は
全

ぐ

不
明

瞭

と
な

る
L

と
云

へ

る

も
の

に

し
て
、

ご
言

に

て

云
へ

ば、

完

威
せ

る

（

＝
一

　

下

皮

細
胞
が

腺
細
胞

と
な
る

と
見
る

べ

き
も
の

な

う
。

他
の
一

詮

　

は、

撃
き

欝
煢

に
つ

き
て

〉
月

亭
ω、
δ
客

の

云
へ

る

も
の

に

し
て、

即

　

ち
「

皮
腺
は

全

く
成

長

帶
よ

り

生
す
る

基

細
胞
（

寓
扇
巴
。

亀
ω

×
下

　

皮
層
中、

下

皮
細
胞
の

基
部
に

あ
る

も
の
）

よ

り

縫

化
す
る

も
の

に

　

し
て
、

其
變
化

の

大

部
分
は、

成

長

帶
よ

り

前
方
に

於
て

行

は

る

ζ

　

も
の

な

り
。

腺
形
成
の

變
化
は、

先
づ

底
細
胞
の
一

個
が

擴
大

し

　

來
り、

其

鈍
端
に

よ

り

て

他
の

細

胞

を
排
し、

ク

チ

ク

ラ

に

向
つ

　

て

進
出
す、

全

く

完
戒
せ

る

腺
細

胞
に

あ
b
て

は
、

其

端
は

ク

チ

　

ク

ラ

に

接

し
、

且

つ

多
少
こ

れ

に

對
し
て

擴
大
せ

り
」

と
云

ふ

に

　

あ
り

。

即

ち
こ

の

読

明
に

よ

れ

ば、

腺
細
胞

は

初
め

よ

り、

　一

般

　

の

下

皮
細

胞
と

異
な
る

も

の

な

り
。

…

　

余
の

本
種
に

つ

き
て

觀
察
し

た
る

結
果
に

よ
れ

ば、

諺

≡
塁
ぎ
z

…

の

詭
の

モ
・

集
認
せ

ざ

・

を

饗
而

し
・
、

腺
細
胞

薹

…

じ
た

る

底
細
胞
は、

再
び

底
細

胞
の

状
態
に

復
る

事
な

く、

其
活

 

動
を

持
續
す
る

も
の

な

る

事
を

承
む
る

も
の

な

り。

一
　

　

三
、

環

走
筋
層
（

第
一

圖、

第
二

圖
Q
尾

）

は、

下

皮
層

と

密
接
な

一
　

る

献
態
に

配

列
せ

ら

れ、

體
の

前

部
に

於
て

最
も

よ
く

發
逹
せ

る

…
　

を
見

る
。

竝
に

注

意
す
べ

き

は、

環

走
筋
繊
維
の

問
に、

マ

ロ

リ

　
　

；

氏
染

色
法
に

於

け
る

『

オ

レ

ン

ジ
・
ジ

ー
』

を
よ

く
と
る

粒
状
體

へ（
　

あ
る

事
な

り
。

余
は

其
何
ん
た

る

か

を
知
る

を

能
は

す
。

こ

の

粒

　

默
鱧
は

、

ヨ

！

シ

ン

』

に
て

は
よ

く

見
え
す

。

　

　

四、

縱
走
筋

層
（

第
一

圖
、

第
二

圖

ピ

寓
）

は

環
走
筋
走
の

内
方

　

に

あ
り。

其
纎
維
は

體
軸

と
並

行

す
。

而

し

て

側

線
（

H・
暮
震
巴

　

夢
¢

）

に

よ

う
て

上

下
二

部
に

分
か

た
る

、

側

線
は

初
め

内

被
層
に

芦・
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屬
す
る

も
の

と
考
へ

ら
れ、

近
來

は

環
走

筋

騒
に

附
屬
す
る

何

物

か

の

如

く

考
ふ

る

入

あ
る

や

う
な

れ
ど

も、

余
の

本
種
に

於
け
る

研

究
に

て

は
、

や
は
り

紳
經

系
統
に

屬

す
る

も
の

と
考
へ

ら

る
。

　
五
−

内

被
厨
（

第
一

圖
℃

日、

第
二

圖
国

）

は

大
な

る

多
胞

性

細
胞

よ
り

成
り、

筋
層
と
密

接
な

る

關

係
を

有
す

。

こ

の

層
は、

第
四

體
節
よ

り

第
八

體
節
に

到
る

問、

最

も
よ
く

發

逹
す
れ

ど
も．

薗

唇

及
び

後
方
體
節
に

於
て

は、

其
發
逹

薯
し
か

ら
す

。

細
胞

は

全

　…

ー

不
整
形
な

れ

ど
も、

體

謄
向
つ

て

は

多

禾
滑
な

る

面
を

至

す
。

細
胞

核
は

位
置
不

定
に

し
て

大
な

り
。

時
に

仁

を

有
す。

側
線

細
胞
は

内
被
細
胞
に

比

し、

其
内
容
物

緻

密
に

し
て

且

形
状

大
な

ら

ざ
る

が

故
に

、

决

し
て

内
被
細
胞

と

誤
る

こ

と
な

し
（

圖
版
国

。

）

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　｝

　

　
　

　

　
　

　
　

　
む

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　　

　

　
　

　

第
二
、

剛
毛

及

び
剛

毛

束

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　…

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　 

　

本

種
の

剛
毛

も、

多
く

の

貧
毛

類
の

剛
毛
の

如

く
S

字
状
を
な

し、冖
尖

端
は

二

枝
に

岐
か

れ、

基

部
よ

り

全

長
の

略
三

分
の

二

の

所

に

小

瘤
（

20
自

巳
Φ

）

を

有
す。

尖
端
の

二

枝
は、

小

擴
大

に
て

は

殆

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
…

ん
ど

等
長
の

如

く
見

ゆ
る

も

高

度
に

擴
大

す
れ

ば

其
等

し
か

ら
ざ

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
皿

る

を
知
る

。

鱧
の

前
牛
に

位
置

す
る

も
の

は、

上

枝
は

下

枝
よ

b
　」

も

大
に・

攀
の

も
の

は、

上

枝
は

下

枝
よ
り

も
小

な

b
．

剛

互

は

尖
端
と
小

瘤
と
の

問
に

て、

體
壁

を

貫
く

も
の

に

し
て
、

往
々

こ

の

部
分
の

剛

毛

軸
に

鬆
を

有
す
る

こ

と
あ

り
。

　

體
の

前

部
に

於
て

は、

剛
毛

は

東
を
な

し
て

體
の

正

四

隅
に

存

在
す

れ

ど
も、

後

部
に

於
て

は、

背
側
の

も
の

と
腹
側
の

も
の

｝

’

が
、

左

右

各
側
に

於
て

互
に

側

線
に

向
つ

て

接
近
す。

多
分
こ

れ

（

論

　
　

説
）

　
○

モ

、

ホ

、

ヅ

キ
の
一

種

H
ミ

§
o
釦

ミ
竃

穐

99

国
b
日

出”
同

9
着
弱
臣

 

崑゚

の

解

剖

1薹

o −一一
HP −一一
〇M 　

t”『

　　／
LML 一

沌

第
一

圖
。

　
體
の

左
背

側
に

於
け

る

党
成

せ

る

剛
毛

器

官
の

横

斷
面

躙
。

　

四

百
七

十

倍
。

O
ク

チ
ク

ラ
。

　
H回
℃

下
皮

暦
。

　
〇

三

環
走
筋

暦
。

　
5
旨

縱
走

筋
層。

　
剛

肖

内
被

層
。

　
冒
閃 、
軆

壁

剛
毛

基
底
間

筋
。

　

日

畄

剛
毛

被
嚢
間
筋
。

　

嘱
m

未
成

剛
毛

。

　
。。

完
成

剛
毛

。

　
己o
の

剛
毛

被
嚢

。

　
オ
肉
ω

剛
毛
構

成
細

胞
核

。

　

宮
ω

毋

剛
毛

被
嚢
細

胞
核

。

　

　
　
（

野

村
）

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

＝
二
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（

論

　
　

訊
）

　
O
モ

、

ホ

、

ヅ

キ

の
一

種

辷咽
≡。
辱、
寒

ζ
ミ・・
ζ
｛

亀
匕．
裳
。

呂
q

苳

自
」

の

解

剖

　（
野

村
）

は

剛
毛
が、

側
線
の

側
よ

り

増
加

す
る

も
の

な

る

を

以
て
、

こ

の

性
質
が

次

第
に

後
方
の

體

節
に

及
び、

衣

第
に

側

線
に

接

近

す
る

も
の

な

ら

ん

と

思
は

る
，

剛
毛

束
が

第
二

醴
節
に

始
ま

る

事
は、

前
邇
の

如

く
な

る

が、

各

體
節
に

於

け
る

剛
毛

束
の

位

置
は、

　一

般
に

體

節
の

中
央
よ
り

も

後
方
に

あ

り
。

但
し

第

十
一

體

節
の

腹

側
に

は

剛
毛

束

缺
知
せ

り
。

　

各
剛
毛

束
は
一

般
に、

若

き
不

完
全
な

る

剛

毛
を
供

ふ

る

も

の

に

し
て、

其

數、

多
く

は
一

個

或
は
二

個
な

b
。

尾
部
に

於

け
る

剛

毛
束
に

て

は
．

時
に

只、

こ

の

若

き
鰯

毛

の

み

よ

り

な

る

こ

と
あ

り
。

體
の

前

部
の

剛
毛

束
は
、

腹
背
共
に

多
く
六

個
の

完
全

な
る

剛

毛
よ

り
成
立

し、

中
部
に

て

は
三

個

乃
至

五

個、

後
部
に

於
て

は

多
く
一

佃
若
し
く
は

二

個
よ

り
な

る
。

　

剛

毛

被
嚢
（

 
Φ

註
σQ

賃
o

讀
h

σ

顕
。

げ）

は、

局
部
細

胞

分
裂
q

、

NoF

h

穹
籌
δ
冨

）

に

よ

b
て
、

下
皮

麿
よ

り

分
生

し
た

る

紬
胞
よ

り

な

る

も
の

に

し
て
、

尾

部
に

於

け
る

こ

れ

ら
を

研

究
す

れ
ぽ、

よ

く
此

間

の

淌
息

を
知
る

を

得
べ

し、

剛
毛

は
初
め
、

こ

の

器

官
の

底
部

に

於
て

小

圓

錐
體

と
し
て

現
は

れ、

こ

れ

は

上

枝
の

尖
端
と
な

る

も
の

に

し
て
、

漸
次
下

枝
を
生

じ、

小

瘤
を

生
す
る

に

到
れ

ば、

其

尖
端
は
ク

チ

ク

ラ

に

逹

し、

上
下

兩
枝
に

よ

り

て
ク

チ

ク

ラ

を

持

ち
上

ぐ

る

に

到
る

。

此

後
の

事
は

未
だ

觀
察
す
る

を

得
ざ
る

も
、

無

論
ク

チ

ク

ラ

を

破
わ
て

體
外
に

出
つ

る

や

疑
な

し
。

第
一

の

剛

毛

は

腹
背
正

中
面
に

近

く

生
す
る

も

の

に

し
て
、

家

第
に

剛
毛
の

數
を

膾
加
す
る

に

從
ひ、

外

方
へ

と

向
ふ

を
以

て、

完
成
せ

る

も
の

に

あ
う
て

は、

そ
の

器
官
の

全
形
（

第
一

圖
、
は、

前

後
に

卆
た

ぐ、

（

一

四

左

右
に

輻
贋、
き

も
の

な

り、

剛
毛
の

配

列
は、

宛
も

開

き
陀
る

扇

の

骨
の

如

し。

被

嚢
を

形
威

す
る

細
胞

は、

幾
分
角
質
性
の

變
化

を

受
け、

剛
毛

と

殆
ん

ど
並

行
せ

る

條

を

有
し、

こ

れ
等
の

條

を

除
き

て

は、

細
胞

膜
と
認
む
べ

き

も
の

な

し
、

下

皮
層

は、

僅
か

に

染
色
の

濃
度
の

差
に

よ

り

て
、

其
厚

を

示
す
の

み

に

し
て
、

其

細
胞

核
は、

何
つ

れ
も

被
嚢
中
に

入
り

こ

み
、

被
嚢
細
胞
の

核
と

共
に、

多
少
秩

序

あ
る

配
列

を
な

す
。

其
外

側

即
ち

側
線
に

近

き

側
に

當
り、

被
嚢
の

基

部
に

於
て

剛
毛

を

構
成
す
べ

き

細
胞

團
あ

り
。

こ

の

部
分
に

於
て

も
細

胞

膜
の

存
在

す
る

事
な

く．

只
こ

の

器
官
の

他
部
に

比

し
て

能
く

染
色

し、

旦
つ

仁
を

含

む

圓
形
の

大

な

る

核
を

有
す
る

を
以

て、

容
易
に

他

と
區

別
す
る

こ

と
を
得

。

被
嚢
細
胞
の

核
は

橢
圓
形、

卵
形、

紡
錐

形
等
に

し
て

仁
を

有
す

る

事
な

L。

　

剛

毛
の

起
原
に

つ

き
て

歴

臭
的
に

二

読

あ
ウ

。

　

第
一

ほ

琵
O
≦

葺
詩

譱
耽
ゴ

出

嵩゚
。

O

寓
目

固

及
び

ロQ
孱

≡、

舅

等
に

ょ

り

て

考
へ

ら

れ

し
も
の

に

し
て
、

中
胚

葉
よ
り

生

す
と
せ

る

も

の

こ

れ

な

参
。

こ

の

事
は

別
に

此

處
に

詭
明

す
る

必
要

な

か

る
べ

し。
　

第
二

は

外
胚

葉
起

原
説
に

し
て
、

H・

葭
三（
y

邑
漆鬮・

芻
90

い
臣

レ、・
で

諺
巨

等
に

よ

り

て

唱
へ

ら
れ

し

も
の

に

し
て
、

＜

ヨ
じ
o

話
同

念

に

よ

り
一
呼

八

♪
凵

山

ハ

体
丁 、
L

罰
丶←

ぐ

壽
も

諍

馬
N

謡

嵐
勒

　
ミ｝
Σ

O恥
Q

檀・
び

国
O
閃

舅
ζ゜

のワ
研…
扣
九

に

於
て
、

確
め

ら

れ

だ

る

も
の

な

り、

而

し
て

本
種
の

研

究
に

於

て

は
、

明
か

に

外
胚
葉

起

原
説
の

確
實
な

る

こ

と

を
誇

す

る

事

を

得。

然

れ

ど
も

當
時
禽
一

般
に

剛
毛

被
嚢
は、

下

皮

層

の

陥
凹

よ．

N 工工
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さ

（
H
置
く

盡
言
畧｛
9
冒

）

に

よ

り
て

形
成
せ

ら
る

よ

も
の

と
信
ぜ

ら
れ

た

る

も
の

よ

如

し
。

然
れ

ど
も
本

種
に

於
て

は

剛
毛

被
嚢
は、

前
逋

の

如
く
下

皮
層
の

局
部
細
胞

分

裂
に

よ

り

て

作
ら
る

よ

も
の

に

し

て
、

决
し
て

下

皮

暦
の

陷
凹

に

よ

る

も
の

に

非
す。

ご
崔

薯
ヒ
巳

の

如
き

も、

實
際

陷

凹
せ

る

實
况

を
見
さ

り

し

と
見

え、

次
の

如

く

論
せ

し
は、

多
少

面
臼
き

樣
に

思

は
る，

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
弓

ぼ
の

o冖

器

鍵
o
幽
菖
慨

嘗
8
自

貯

笋
。

・

≦

三

島

弩
。

象
く
。

螽
2
昼

oh

鈩
 

昌
覧

霞

匿
・。幽

　
目 、
｝】
Φ

ヨ
＜
9・

σq剛
＝

響
鑑

粤
乙〔
肖

喜
訪

∂
＄

ロ

9

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
 

爭

奪
翅
ω

騨

夸
Φ

瞿

8
。

邑
ψ

＃
ひ

げ

器
断
＝

  、
§
寄
丶

（

ξ

男

監
罠

）

穹
釦

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
｝

S
画

§鬥
ミ

ミ
霧
（

ξ

＜
巳
bo

拐
H

畠）

H〕
o

‘。

仁

9
「

oH
一
〇

鬢

＄
。

『

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

8
彎
。

3
些
。

。・

。

蜜
。

髯
凵

自
げ

塗
○
｝｛へ｛

鬘尸
ω

。。

。

識
Φ

＝
ψ

診

章】
三冒

曁
邇

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
…

震
 

§
ぴ
 

出
a
簽
呂

ぼ
ご

σq

巳

讐
け

題

ε

§
Φ

蕚
冕
。

ニ
ト」
切

二
昌

芽
窃
 

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
…

o

器
窃

げ
o
萋
 

＜

霞

筈
o

器
ω

8
居
ψ

8
σ
o

暫

昌

一
昌

く
塑

。

ヨ
暮
ho

昌

oh

爵
o

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
｝

。

鉱
註
ロ

2
巴
亀
 

ご
］

邑一
8
騨

謎

它゚・
巴

三
 

岳
畧
ρ

冖

葛
 

oh

Φ
｝
）

缶

角−

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
｝

弖
巴
ω

箪
。・

o
一
D
＜

我
言
碧
广

山゜

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
 

　

剛

毛
器
官
に

附

着
せ

る

二

種
の

筋
肉
あ

り、

　一

は
（

第
一

圖

呂

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
｝

国
）

體
壁
と

剛
毛

の

墓

部
と
を

連

絡
す
る

も
の

に

し
て

よ

く

發

逹

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
…

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
「

し、

體
の

長
軸
に

並

行

す
る

も

の

に

し
て
、

剛
毛

を
前

後
に

動
か

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
「

す

も
の

な

り
。

他
は
（

第
一

鬪
已

寓
）

は

體
の

左

右
兩

側
に

あ
b
て
、・

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
→

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
｛

各

側
の

背
腹
の

剛
毛

束

を
連

結
し、

其
末
端
は

剛
毛
の

小

瘤
に

附

着

す
。

後
者
は

餘
り
よ

く

發

達
せ

す、

剛

毛
を
左

右
に

動
か

す

も

の

た

る

べ

し。　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

第
三
、

消
化
系
統

亭

　
本
種
の

油
化
系
統

も

多
く
の

貧
毛

類
の

如
く
四

部
に

分
か

だ
る

。

即

ち
口

と
口

膣
（

竃
o

畧
げ

9

拭
ぴ

目

8
巴

霽
く

穽
｝・
） 、

咽

頭

P、
す
曙
昌

齢、

食
道
（

020

喝

審
σqo9

、

膓
と

肛
門
（

H

自
 

豊
器

詈
山

彗
磊）

こ

れ
な

り
。

　
一
、

口

は

第
一

體
節
の

前
方
前
唇
の

後
下

方
に

開
く

。

口

腔

は

腹
背
に

扁
李
な

り
。

後
部
は
」

形
を
な

し
て

狹
少

と
な

り、

第
二

體

節
の

中

央
に

絡
る

。

口

腔
壁
は

體
壁

と

岡

樣
五

層

よ

り

な

り、

各

層

皆
體
壁

の

相

當
せ

る

各
層
と

直
接
連

續
す

。

只

下

皮

層
に

腺
細

胞
な

く

從
つ

て

ク

チ

ク

ラ

に

も
孔

溝
な

し
。

又

筋
屠
は

殆
ん

ど
發

逹
せ

す．

内

被
暦

も

體
壁

に

見
る

が

如
き

も
の

に

非
す
し
て
、

高

等
動
物
に

見
る

結

締
組

織
（

OO
；

口
ω

Oe

【
く

Φ

け一
G α

山

昌
 

）

の

如
き

献
を

呈

し、

發

逹
著
し
か

ら

す
。

（

圖

版
第
一

圖、

第
＋

鬪
參
照
 
。

　
二
、

咽

頭
は

第
二

體

節
の

中
央
に

初
ま
り
、

第
三

體
節
の

後
端

に

絡
る

。

口

腔
と

直
接
に

連

績
す
れ

ど

も、

其
區

劃
は

充

分
到

然

だ
る

も
の

あ

り
（

圖

版
第
十
圖

。

即
ち
口

膣
壁
に

は
ク

チ

ク

ラ

を

有
す
る

も
咽

頭
に

は
な

く、

後
者
に

は

繊
毛

密
生

す
る

も

前
者

に

は

な

し。

且
つ

兩

者
の

間
は

到

然
た

る

瓣
に

よ

り
て

続

劃
せ

ら
る
、

内

膣
は

前
後
に

於
て

甚
だ

狹
搾
せ

ら

る
ζ

も、

中

央

部
に

於
て

は

廣
濶
に

し
て

ー

状

を
な

す
（

圖
版
第
三

圖
） 。

然

れ

ど

も

第
四

體

節

に

近

き

所
に

於
て

は、

中

央
の

高
き

所

漸
次

に

消
失
し、

上

下
に

扁
卒

左
右

に

廣
濶
な

る

食

道
に

蓮
な

る
。

　
咽

頭
壁

は
一

見
二

層

よ
り

な

る

も
の

3
如

く

見
69

。

其

皮
層

（

嗣

鑑
巳（
肖

邑
は

非
常
に

細
長

き

園
柱、

或
は

紡

錐
状
の

細
胞
よ

り

な

り、

其

細
胞

質
は

多
少

粒
状
を

呈
し、

其
中

央

部
或
は
基

部
に

（
論

　
　
覩
）

　
O
毛

・

ホ

・

ヅ

ヰ

の
一

種

丶

ミ
妻
ミ
・

｝
二
9
。

h

函

建

ξ

ぎ
碁
鐔
〔
日゚

の

解

剖

　
〔

野

村
）

一
五
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（
論

　
　
誂
）

　
○
毛

、

ホ

・

ヅ

キ

の
一

種

ζ、
ミ倒
ミ〜
、

魯
銘

悪
零、
国

轟
≧曽
超
o
呂
d
騙

》

 ・
当

の

解

剖

　
へ

野

村
）

近
く
細
長
き

核
を
有
す”

繊
毛

は

腹
方

に

於
け
る

よ

り

も
背
方
に

於
て

張

く
且

太

し
。

内

皮
層
に

次

ぐ

層
は

非
常
に

薄
く．

頗
る

細

き

血
管、

可
な

り
發

逹
せ

る

環
走
筋−

發
逹
甚
だ

宜

し
か

ら
ざ
る

縱

走
筋
及
び

是
等
を

結
合

す
る

結

締
組

織
等
よ

り

な

る
。

荷、

當

部
に
は

咽

頭
と
體
壁

と
を

連
楓

る

數
多
の

筋
繊
維
放

射
状
に

走

れ

る

を
見
る

（

圖
版

第
三

圖
）

。

　
咽

頭
壁

の

背
側
に

往
々
、

緻
密
な
る

細
胞

質
を

有
す
る
一

種
の

細
胞
の

附
着
せ

る

を
見
る

事
あ
り

（

圖
版

第
三

圖、

第
十
四
圖

3

こ

れ
咽

頭
腺
細
胞
に

し
て
、

本
種

に

あ
り

て

は

殆

ん

ど
著
し
か

ら

ざ
る

も、

他

種
に

あ
り

て

は

其

發
逹
の

程

度
却
々

に

著
し

き

も
の

あ

り
。

　
三、

食

道
は

全
く
｛
第

四

體
飭「
に

限

ら

れ、

其

内

腔
は

腹
背
に

扁

卆
に

し
て、

其
壁
は

殆
ん

ど
咽

頭
壁

と

大
差
な

く、

只

内
茂

細
胞

は
咽

頭
壁
の

も
の

三

如

く

丈
高
か

ら

す
。

碕
咽

頭
壁
に

於

け
る

が

如
き、

體

壁

と
食
遣

壁

と
を

連
澱

る

筋
繊

維
な

し
．

時
に

頗
る

少

數
の

色
素
細

胞
が

食
道

壁

に

附

着
す
る

事
あ
る

も、

决
し
て

膓
管

壁
に

於
け

る
が

如
く

著
し

き
も
の

に

非
す
（

圖

版
第
十

圖
）

。

　
四、

膓
は

第
五

軆
節
の

前
端
に

初
ま
b、

内

腔
略
圓
筒

堰
を
な

し

頗
る

廣
濶
な

り。

但

し

各
體
節
問
に

於
て

は、

隔
壁
の

爲
め

多

少

狹
搾
せ

ら
る

。

徇
膓
管
腔
は、

後
尾
部
短
距

離

間
に

於
て
、

丈

高
き
五

角
形

と
な
り
、

肛

門
に

近
づ

ぐ
に

從
ひ、

外
形
略

四

角
形

を

呈
す
（

圖
版

第

九
圖
）

。

肛
門
は

横
孔
に

し
て

多
少

背
方
に

偏
す

。

U
膓
管
壁

は
一

見
次
の

三

層
よ

り

な
る

を

見
る
（

圖

版
第

十
圖
〕

。

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
り

即

ち

内

皮
廢、

血
管
層
及

色
素
細
胞

層
こ

れ

な

b。

内
皮
細

胞
は

桑

一

六

　

繊
毛

を

有
し

大

形
に

し
て
、

丈
二

〇

乃
至

二

五

μ．

幅
七

乃
至
一

　

〇
μ

を

算
し

緻

密
な

る

細
胞

質
を
含
む

。

核
は

多
く
細
胞

の

膓
腔

　

に

近

き
牛

部
に

位

置
し、

各
一

個

の

仁
を

有
す

。

マ

ロ

リ

i
氏
染

　

色

法
に

よ

り
て

膓
の

切

片
を

染
色

す
る

に、

大

體
二

種
の

内

皮
細

　

胞

を

匿
別

す
る

こ

と

を
得、

一

は

よ

く
『

ア

ニ

リ

ン
・
ブ

リ

i
』

を
と

…
　

り、

他
は
・．
オ

レ

ン

ジ
・
ジ

ー
」

を

と
る

。

而

し
て
切

オ

レ

ン

ジ
・
ジ

i
』

い
　

を

と
り

て

橙
色
に

染

れ

る

細
胞
の

纎
毛
は
、

他
の

細
胞

の

も
の

よ

｝
　

り

も
よ

う

藍
色

を
呈

し、

且

っ
『

ア

ニ

リ

ン
・
プ

川

−
』

を
取

り
て

藍

　

色
に

染
ま
れ
る

細
胞
は
、

橙
色
の

も
の

よ

り

も
よ

り

腺
質
な

り
。

一
　

尤

も
こ

の

到
然
た

る

二

種
の

細

胞
の

外
に、

暦

中
に

は、

是

等
の

…
　

中

問

と
認
む
べ

き
も
の

多
數
あ
る

を
以
て、

こ

れ
等
は

内
皮
腺
細

 
　

胞
の

變
化
に

於
け

る

種
々

な

る

朕
態
と
見

る

べ

き
も
の

な

り
。

｝
　
　

内

皮
廢
の

直
外
に

血
管
層

あ
り

。

血
管
層
の

外
側
に

は、

發
達

　

頗
る

弱
く

殆
ん

ど
層

を
な
さ

ゴ

る．

内
外
二

層
の

筋
繊
維

層
あ
り

。

…
　

内
な

る

は

膓
環

走
筋
に

し
て、

外
な

る

は

膓
縱
走
筋
な

り
。

こ

れ

一
　

ら
の

筋
繊
維
は

體
壁
に

於

け
る

も
の

3
如
く

集
結
せ

す、

各
一

本

…
　
一

本

分
離
し
て

存
在

す
。

　
　

色
素
細
胞
層
は
、

一

般
に

考
へ

ら
れ

た

る

が

如

く、

内

被
贋
の

　

變
態
せ

し

も
の

に

し
て
、

體
の

前

部、

殊
に

第
五

體．

節
よ
り

第
八

　

體

飾
に

到
る

問
に

於
て
、

非
常
な

る

發
逹

を
な

す
。

こ

の

暦
は

體

　

の

後

尾
部
に

於
て

は、

色
素
細
胞

層
を
な

さ

す

し
て
、

咽

頭、

食

　

道

等
に

見
ら
る

≧

が

如

き．

結
締
組
織
と
な

れ
る

を
以
f、
、

色
素

　

細
胞
に

よ

b
て

起
さ

る

主
、

褐
色
を
呈
す

る

事
及
び

不
透

明
な
る

　

事
等
な

ζ、

例
令

色

素
細
胞
の

附

着
す
る

こ

と

あ
り

と
し
て

も

貳

・
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へ

甚
だ
少

數
な

る

を
以
て

常
に

透
明
な

む、

　

色

素
細
胞

層
は

梨
子

形

或
は

棍

棒
状
の

色
素
細
胞
（

第
四

圖
）

よ

b
な

り、

鈍
端
を

體
腔
に

向
け、

鏡
端
を

内

皮
層
に

附

着
せ

し

む
・

細

胞
質
は

餘
り

緻

密
な

ら

す
。

核
は

常
に

大
な
る

仁

を

中

央
部
に

占
め
、

圓
形

に

し
て

細
胞
の

鈍
端
部
に

位

置
す。

こ

の

細
胞
は

常

琶
素
粒
・

藷
・
を

宴
色

霧
は

生

董
傷
色

を
呈
・、

一

完
球
形
に

し
て

其

直
徑

∵
三

μ

を

算
し、

何
つ

れ

も

等
大
な

り
。

　
　

湖

湛
て

は

…
止
染
色
法
の
・

フ

・

ζ
ン

』

〕
困
デ

ニ

ハ

イ

ン

氏
『

ヘ

マ

ト

キ

シ

ジ

ン

』

等
に

て

よ

く

現
は

れ、

充

屠

型
　｝

鰍
私

解
新

獣
．

態
旨

餮
蕪
陰

に

細
胞
の

牛
部
を

占

有
す
る

こ

と

あ
り。

生
時

顯
微
鏡
下
に

こ

れ

　一

を
覗
け

ば、

油
滴
の

光

線
屈
折
に

よ

り、

燦
た

る

光
輝
を
放

ち

容

　…

易
に

葹
の

位

馨
到
知

す
る

こ

と
を

得
。

条
時
體
色

嬰

亙

黒

褐
な

る

あ
を
採

わ
て

切

片

を
作

ら

ば
色

素
細
胞
の

細

胞

質
の

「

殆
ん

ど

大

部
が

色

素

粒
を
以
て

充

満
せ

ら
る

≧

を

知
る

べ

し
．

　
　
一

　
　
　
　

舞

聽

聽
雪
量

差
び

誓
∴

　
　
　
　
　

　

　

脚
紬

塗
≧
°・

ぎ゚

旨゚
・

）

等

　

　
　
　

　
…

　
一

、

隔
壁。

體
腔
は

頗
る

廣
擱
な

り。

隔
壁
に

よ
り

て

區
劃
せ

ら
れ

各

體
節
毎
に

獨
立
す。

第
三、

第
四

體

節
間
（

圖

版
第
十
圖
）

に

初
ま
b、

體
の

前

部
　
殊
に

生

殖

體
節
の

前

方
に

あ
る

も
の

に

て

は、

漏
斗
状
を
な

し．

其
尖

端
は

後

方
に

向
ふ
。

第
十、

第
十
一

體
節
及
び

第
十
一
、

第
十
二

體

節
問
の

隔

壁
は

通
常
頗
る

薄
ぐ．
生

　
（

論
　

誂
）

○
モ

、

ホ

・

ヅ

キ

の
一

種

卜

§
暮
ミ〜
こ
こ

靄

ミ》
ミ、
＝
〉

→

≧“
客
⊃

客

三
3
（
三μ

ろ

の

材
料
に

て

は

往
々

其

存
在

を
認
む

る

こ

と
能
は

ざ
る

事
あ
り
。

　

各
隔
壁
は
コ

雇
（

第
五

璽
よ

り
な

り、

中
厨
は

筋

纖
維

履
に

し

て
、

こ

の

前

後
兩

而
に

内
被
居

あ
り。

筋

繊

維
は

縱
横
に

走

り、

種

々

な

る

方

向
に

分

岐
し、

其

端
は

體

壁
の

環
走

筋
層

に

終
る
。

内

被
細
胞

は
頗

る

扁
不
な

れ

ど
も、

其

性
歌
は

全

く

體
壁
の

も
の

と

同

樣
な

り
。

體
の

後

方
尾

部
に

近
づ

く

に

從
ひ
、

隔
壁

は

次

第
に

不

完
全

と
な

り、

絡
に

は

僅
か

に
、

不
分
化
の

糸
朕
細

胞
へ

圖

版

第
九

固
ピ、

）

に

よ

り

て

表
は

さ

る

3
に

到
る

。

　

體
の

後
孚
に

於

け
る

隔
壁
上
、

往
々

一

種
の

單

細
胞
へ

第
五

圖

乞

切
）

を

見
る

こ

と

あ
り

。

こ

れ
は

緻

密
な

る

粒
駄
の

細
胞

質
を
有

し，

多

少
扁

李
な

れ

ど
も
隔

壁
の

内
被
細

胞
の

如
く
な

ら
命

。

薄

き

細

胞

膜
を
以
て

被
は

れ
、

　一

稠
の

核
を

有
す

。

核
は

常
に
一

個

の

大

仁
を

包
含

す
。

こ

の

も
の

は

後
に

述
ぶ

る

ア

ミ

ー

バ

状

細
胞

と

異
な

り、

内

被
細

胞
と
は

無
論
異
な

る

も

の

に

し
て．

多
分、

詞
言
宕〕
自
；

に

よ

り

て

唱
へ

ら
れ

た

る、

再

生

現

象

9
穿

西

二冒
霆
で

悼

喜
）

に

鬮
係
あ

る

新
形
成

細
胞

セ
8
夢
琶

な

ら
ん

。

　
二
、

隔
壁

嚢。

こ

の

器

官
は

隔
壁
が

後
方
に

向

ひ

膨
出
し

て

形

成
せ

る

も
の

な

り
．

對
を
な

し
て

存
在
し、

第
五、

第
六

鱧
篩
問

の

隔
壁
よ

り、

第
九、

第
十

體
節
問
の

隔

壁
の

後
面、

膓
の

腹
側

一

圖
版

第
四

圖
）

に

あ
り
．

第
→

の

も
の

は

第
六

體
節
の

前
方

四

分

の
一

位

迄
延

長
し

　
各

節
の

も
の

も

其

長
こ

れ

と

略
大

差
な

し
。

Dc

二
豊、
＝

¢
之
z（
毫

が

印

度
ラ

ホ

ー

ル

に

て

得
た

る

本

種
に

て

は、

晒

弟

五

體
節
に

も

存
在

す
る

襟
な

れ

ど

も、

余
の

研
究

に

よ

れ

ば
同

節

に

は

見
る

を
得
ざ
り

き、

嚢
は

薄
膜
を
以

て

被
は

れ

　
常
に

多
（

の

解

剖

　（
野

付
）

一
七
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《

よ

糊C
　＼

w

（

論

諡
）

○
モ

、
ホ

冫
キ

の
一

種

こ
・・
ミ

寒
ξ
き

≡
・

暑鬯
ノ

喜
挈

晝

あ
解
剖

〔
野
村）

へ
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tieViM

へ
・

第
二

圖・、

第
三

圏
。

第
四

圃

第
五

圜
。

第
六

圖．．

第
七

圖。

e

ll

第・一
ハ

隠

節
の

黷
壁
の

一

部

横
斷．、
　

弔
T

櫨
川．、

ア、、丶
ー

パ

壯

細

胞

　

a

は

體、
腔
中、

bc

な

體

壁．

u

¢

は

腸

壁
よ

サ

得

ナ卩
る

も

の、．

各
千

倍
＝

包

素
細

胞
の

縱

斷。

右
な

る

に

大

な
洛

空

胞
》

有
す

，

千

倍、

體
の

中
部
に

於
け

る
一

隔
壁
の

餅
面

に

し

て
一

伍

の

新
形

戒
細

胞

附
着
す

。

千

倍．

前

排
泄
器

房
駿

部

の

斷・
面

圖
。

四
肖

倍．、

輸
精
管

輸
管

部
の

横
斷

面．

猛

丙
管
ほ

精
子
ξ

繊
毛

と

を

以
て

寧

充
せ

ら

（

論

　
　
諡
）

○

モ

・

ホ

・
ヅ

キ

の
冖

種
」・、
ミ、
ミ
こ．
ミ
ζ
ミ

ミ

＝

二．
と一
ソ

。
りHq

ξ

埀
厂

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
，

第

入

圖
。

第

九

固、

第

十

圖、

第
＋
一

圖
。

第

十
二

圖
。

為

第

十
三

圖
っ

臣

擴
張

部
輸

管

細

胞
暦。

締
組

織
。

管

漏
斗
部

。

下

皮

腺
細

胞
．

重

塊
蔀．、

ヌ

Q

下

皮
腺

細
胞

核．

、
核．、
　
z
戸、
ζ

内

職
細
胞
核。

前
唇

諒
緤

球．

酸

O

糸

喉

細
胞．
質

。

被

細
胞

。

　
ノ．
乞

抱
咽
頭

騨
經
．

　

る
。

千

倍
。

　

擴
張

部

輸
管
の

描
斷
面

。

其
内

管
に

は

繊
毛

な
く
、

外
層

結
締

組

織
の

數

　

細

胞
は

原
形

に

復
し

て

多

胞

性
ε

な

れ

り
。

七
百

倍り

　

輸

精
管

漏

斗
脳

の

壁
の

斷…
面

圖。

千

糟
。

　

受
精

嚢

嚢
状

部
の

壁
の

断
面

圖
。

千

倍
。

　

腦
及

腹

髓
の

前

部
。

蓮

績
切

片
よ

り

組
立

て

℃

る
も
の
。

百
三

十

倍
。

後
誹
瀧

器
の

全

隶
。

體
の

中

部
の

も

の

に

し

て

生
の

材

料
よ

り

冩
乙

六

る

　

も

の
。

百

倍

　

前

排
澹

器

の

全

景。

逋

續
切

片
よ

り

組
立
て

れ

る

承

の
。

百

倍。

　

　

　

　
　
　

ン

ビ

出

前
‡

塊
部

。

　
〉

鴫

卿
前

唇
赫
經

。

　
切

涛

腦
、

　
今

結

2・
纎
毛
、

　
つ

宅

環

走

筋

層
。

　
（

瑳

ク

チ

ク

ラ
。

　
じ

排
泄

瞥
。

　一

排

泄

　
Ω

色

素
粒

。

　

三

第
【

腹

髓
神
經

球。
　
巳

O

第
二

腹
髓
紳

經
球

。

　
（甲
〇

　

　一
「

下
酸

層、
　
一・
三

縱
走

筋

層。
　

ピ
ン

擴
張

部
輸
瞥
の

笳

暦。
　
と

ヨ

γ

細

胞
核
、

　

γh
二
弑

形
戒

細

胞、．
　

閣
O

結
締

組
織

核。
　

ZG

＜

腹
髓

。

　

　

　

　
ス

；

下

皮

細
胞

核
。

　
客
 

輸

精
管

漏
斗
部

若
は

輸
管

部
の

細
胞

　

　

　

　
　
　
（）

鉢
泄

孔
。

　
一、
内
被

履。
　
H・
三

三

後

主
塊
部

。

　
＝
鬟

　

に

結

締
組

鐸
り

原

形

に

復
し
プ

多

胞
性
と

な
い

ぬ

る

‘
の
。

°。

隔
壁。

　

　

　

砿

冨

隔
壁

筋

層
。

　

巴、
ヨ

螺
旋
歌

筋
の
一

繊

維。
　
＜

多

胞
性
内

　

　

　

　
　
　
　

彡、

輸

精
管

内
管。
　
S

排

泄
箸

恕

胞、

の

梨
子

形

或
は

棍

捧

耿
の

細
胞

を

以
て

満
た

さ

る
。

其
入

口

に

あ

る

も
の

は

疑
も

な

く

色
素
細

胞
に

し
て
、

其

底

部
に

あ

る

底
細

胞

翁
三
⇔〔
三】

O（卍
影）

は

小

形
に

し
て

緻

密
な
る

細
胞

質
を

有
し、

一

見

不

分
化
の

若
き

細
胞

を

偲
ば

し
む．

其

細
胞

膜
は

不

判
明、

核

は

多
少
延

長

し
て

稀
に

仁
を

有
す
る

も
の

あ
り

。

こ

れ

ら

兩
者
の

間

に

は、

一

見

中
問
の

性
質
を
有
す
る

細
胞
あ

b
て、

何

等
か

爾

者

を
結

合
す
べ

き
暗

示
を

與
へ

ら
る

よ

如
く
な
る

も、

そ
は

未
だ

の

解

剖

　
（

野

村
）

】

九
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（
論

　

諡
）

　
○
モ

・

ボ

・

ヅ

キ

の
】

種

S、、
ミ
ミ

ミ
簧
心

ミー
こ〔
亳ン
ご

甥
つ
言
コ

垣
’

‘。

日・

の

解

剖

（

野
村）

余
の

了

解
し
得
ざ
る

所
な

り

と
す

。

　
こ

の

器
官
は
時

に

膓
と
關

係
あ

る

が

如

く

記
さ

れ、

又

往
々

唾

腺
の

意
昧

を
附
せ

ら
る

ζ

事
あ
る

も、

余
の

研
究
に

於
て

は、

杢

く
清
化

器
と
の

關
係
を

認
む

る

能
は

す、

從
っ

て

共

機
能
は

登

く

不

明
な

り
。

術

面
臼
き
は、

余
の

得
た

る

錫
蘭
島
産
の

も
の

は、

參
季
一

月

に

採
集
せ

ら

れ、

東
京
の

も
の

は

盛
夏
の

綵

集
に

か

葺

る

も
の

な

り

し
が

、

こ

れ

ら

兩

者
の

解

剖
は

顧
ぶ

る

よ

く
一

致
せ

　｝

し

に、

ω、
渇
篝
国

鬆
象

が

ラ

ホ

ー

川

に
て

得
た

る

材
料
に

つ

き
て

記
す
所
に

よ
れ

ば、

嚢
の

發
育・

頗
る

著
し

き

も
の

あ

る

こ

と
こ

…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
｝

れ
な

り
。

°
こ

れ

は

温

度
其
他
四

園
の

状
况
に

よ

り
て

變
化
せ

し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

の

な

ら
ん

が
、

何

に

せ

よ
、

こ

の

器
官
が

其

活
動
期
に

於
て、

大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
｝

事
に

參
輿

す
べ

き

も
の

馨
や

論
な

し
．

　

　

　

一

　

三
、

ア

ミ

ー

バ

歌
細

胞
へ

第
三

圖
〉

。

こ

れ

は

多
く

膓
壁

及

び

艦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

壁

に

附
着
す
る

も

の

に

し
て
．

時
に

體
腔
中
に

あ
る

を

見
る

こ

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
…

あ
り

。

膓
壁

に

附

着
す

る

時
は

色

素
細
胞
の

根

方
に

横
は

り、

體

壁
内
被
に

て

は

層
に

附

着
す・

多
核
の

紐
胞

に

し
て

不

整
形

を
な

へ

麟
駿
梵

醒
禰

藷
鞍
鸞
箆

劾

耡

蛎

は

緻

密
に

し
て

粒
耿
を

呈
し、

共
核
は

決

し
て

仁
を

有
せ

牽
。

　

き〜

§
ミ
母

蕊

の

研

究
に

於
て
、

ヨ〔．
冒

の

言
ふ

所
に
・・
率

れ

ば
「

色

素
粒
は

體
腔
中
に

も

散
任

し
且
っ

體
壁
の

筋
廢
に

も

發

見

せ

ら

れ、

體
の

背
方
に

於
い

て

環

走
筋

層
に、

腹
方
に

於
て

は

剛
毛
の

附

近
に

多
ぐ

見

出
さ

る
」

る

も
の

な

る

が
、

こ

れ
と

略

似
た

る

現
象

は、

本
種

に

於
て

も
見
る

事

を

得。

然

れ

ど
も、

余
は

果
し
て

こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

か

二

〇

　
れ

等
の

粒
状
體
が

色

素
粒
な
る

か

否
か

を

疑
ふ

も
の

な

り
．

こ

れ

　
色

素
粒
は、
『

ヨ

ー

シ

ン

」

に

て

は

染

色
せ

ら
れ

ざ
る

に

拘
ら

す、
粒

状
體
に

あ

り
て

は
『

マ
シ

ン

」

に

よ

彑
し

判

然

と
染
色
せ

ら
る

。

　

後
者
は
『

ヨ

ー

シ

ン

』

に

染
色
せ

ら
る
≧

こ

と
と

其
大
の
一

定
せ

ざ

　
る

事
と

臨

宛
も

共
形

状
に

於
て

卵

黄
を

偲
ば
し

む

る

も
の

あ

り
。

〜
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
（

未

完
）

へ

tV
か▼
《

ー
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